
京浜地区 3病院における精神科への外国人受療実態調査 

1. 研究の対象 

2016 年 4 月 1 日から 2019 年 3 月 31 日までに本研究参加機関（東邦大学医

療センター大森病院、済生会横浜市東部病院、川崎市立川崎病院）の精神科にお

いて外来および入院で通常診療を受けた外国人の方。 

2. 研究目的・方法 

2019 年度より我々は「地域特性に対応した精神保健医療サービス利用者に対

する早期相談・介入についての研究」と題する厚生労働科学研究費補助金研究

（研究代表者：根本隆洋）を開始し、本研究はその分担研究として行います。 

法務省在留外国人統計表によると、近年の在留外国人の方の数は増加傾向に

あり、2017 年には 250 万人を超えています。特に京浜地域を含む東京都における

在留外国人数の増加は著しいことが知られています。在留外国人の約半数は 20

代・30 代であり、種々の精神疾患の好発年齢とも重なります。異文化での生活によ

る様々なストレスからメンタルヘルスの不調をきたす可能性が想定される一方で、

支援資源を利用できていない方が多いことが知られています。支援資源の利用率

の低さの原因としては多言語化対応の遅れや医療・保健など多岐にわたる分野の

連携での問題が考えられます。しかし、外国人受療行動についての本邦における

系統的な報告は乏しいのが現状です。2016 年 4 月～2019 年 3 月までの期間に、

通常治療として通院または入院で精神科診療を受けた外国人患者の診療録を用

いて観察研究を行い、受療行動の現状および課題について明らかにし、外国人の

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築をすることが目的です。 

3. 研究に用いる試料・情報の種類 

年齢、性別、使用可能言語、医療通訳利用の有無、受診経路などの基本情報、

診断と転帰などの臨床情報。情報は匿名化されます。 

4. 外部への試料・情報の提供 



共同研究機関にデータを提供する場合には、匿名化した情報を、パスワードを

かけた電子ファイルを用いて電子的配信等の方法で提供します。 

5. 研究組織 

東邦大学医療センター大森病院・水野雅文 

東邦大学医療センター大森病院・根本隆洋 

済生会横浜市東部病院・辻野尚久 

東邦大学医療センター大森病院・片桐直之 

川崎市立川崎病院・齋藤寿昭 

川崎市立川崎病院・鹿島美納子 

東邦大学医療センター大森病院・田久保陽司 

東邦大学医療センター大森病院・山口英理子 

東邦大学医療センター大森病院・岩井桃子 

6. お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下

さい。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支

障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますので

お申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患

者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんの

で、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生

じることはありません。 
 

住所：〒230-8765 神奈川県横浜市鶴見区下末吉 3丁目 6-1 

電話番号: 045-576-3000（代表） 

研究代表者の所属・氏名：済生会横浜市東部病院 精神科 辻野尚久 

 


